Ⅰ　各種規程等例

２　事業計画書（例）


２　○○市○○土地区画整理事業事業計画書（例）
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第１　土地区画整理事業の名称等

(1) 土地区画整理事業の名称

○○市○○都市計画事業○○土地区画整理事業

(2) 施行者の名称

○○市○○土地区画整理組合

第２　施行地区

(1) 施行地区の位置

当該市内における施行地区の位置を総括的に説明

〔例〕
本地区は、○○市の中心市街地から北東約4.5㎞にあり、北に市道○○○○線、東に市道○○○線が走っており、南約1.2㎞には○○線○○駅があり、比較的交通の至便な位置にある。

(2) 施行地区位置図

別添図面のとおり

(3) 施行地区の区域

○○市○○○町○丁目、○○町○丁目の一部

(4)
施行地区区域図　

別添図面のとおり

第３　設計の概要

　１．設計説明書

(1) 土地区画整理事業の目的

当該事業を施行しようとする目的及び区域選定の理由を具体的に説明

〔例〕
本地区は、○○線○○駅の圏域にありながら、農業的土地利用を主とする地区であったが、近年○○駅周辺整備にともない道路等の整備が実施され、地区周辺においても宅地化の動向が顕著となってきている。

このため本地区においても、将来の市街化に対応できるよう土地区画整理事業を実施し、公共施設の整備改善及び宅地の利用増進を図り、秩序ある良好な市街地の形成を図るものである。

(2) 施行地区内の土地利用の現況

地区の性格、発展状況等を概括的に述べると共に、地区内人口、その密度、土地利用状況（農地を含む）、道路及び宅地の状況、建物の高度化の傾向、用排水路、上下水、ガス等供給施設、学校等公益的施設、工場の立地状況、地価等について述べる。

〔例〕（イ）
地区の性格及び発展状況　

本地区は、既存の市街地と北側及び東側の市道に囲まれた、農地を主体とする地区である。また、○○線○○駅に比較的近いことから、地区南部より、徐々に市街化が進行してきており、計画的な市街地整備が望まれる地区である。

（ロ）地区人口及びその密度

地区北側及び東側の市道沿いに住居施設等が点在している。地区内には○世帯、約○○人が居住しており、地区内人口密度は○○人／haである。

（ハ）土地利用状況

土地利用の現況はほとんどが農地であり、土地利用の割合は農地○○％、宅地○％、その他○％、公共用地○％となっている。

（ニ）道路及び宅地の状況

道路は、地区北側に市道○○○○線（幅員○ｍ）、東側に市道○○○線（幅員○ｍ）がある他は、里道が数本あり、主として農業用として利用されている。

宅地については、北側及び東側の市道沿いに住宅、倉庫、ガレージ等が点在している。

（ホ）用排水路

地区内には、幹線用排水路（幅員○ｍ）と数本の水路が農業用として利用されている。

（ヘ）上下水、ガス等供給処理施設

地区内の供給処理施設としては、北側及び東側の市道にそれぞれ上水道、下水道管が埋設されている。なお、ガスについては供給されていない。

（ト）学校等公益的施設

地区内には教育施設はないが、周辺に○○小学校及び○○中学校があり、校区に含まれている。

（チ）地価の現況

地価については、最高○○○○○○円／㎡、最低○○○○○○円／㎡で、平均○○○○○○円／㎡程度である。

(3)
設計の方針

施行地区内の土地利用計画、人口計画、公共施設計画、公益的施設の配置等について、設計に関する基本構想を述べる。

この場合、地区外との関連を特に記述すること。

〔例〕（イ）土地利用計画

本地区の用途地域は第１種住居地域に指定されており、良好な居住環境の住宅地の形成を図る計画とする。

（ロ）人口計画

計画人口は約○○○人、人口密度は○○○人／haとする。

（ハ）公共施設計画

（道路の整備計画）

地区に隣接する市道○○○○線及び○○○線を基本に、地区内の土地利用計画及び発生する交通処理を円滑にするため、歩車分離の地区内幹線区画道路（幅員○ｍ）を基幹とし、幅員６ｍを主体に適宜配置する。

また、歩行者の安全及び利便性を配慮し、特殊道路として幅員４ｍの歩行者専用道路を配置する。

（公園・緑地整備計画）

地区面積の３％以上、計画人口の一人当たり３㎡以上の面積を確保し、誘致距離等を考慮して、○ヵ所の街区公園を設ける。また、緑地については、地区面積の６％以上の緑化面積確保の範囲内で○ヵ所設置する。

（用排水路整備計画）

排水については、各道路に雨水管及び汚水管を敷設し、雨水は調整池に集約し水量を調整後、幹線用排水路を経て○○○川に放流する。また、汚水は公共下水○○汚水幹線に接続して処理する。

用水については、既設の幹線用排水路にて確保する。

（供給処理施設の整備計画）

地区全域に上下水道、ガス管を埋設するとともに、電気、電話についても整備を行うものとする。

（公益的施設の整備計画）

教育施設については、地区周辺にある小・中学校で対応するものとし、特に新設等の計画はない。また、保育所・幼稚園についても既存の施設で対応するものとする。　
(4)
整理施行前後の地積

イ　土地の種目別施行前後対照表

	種　目
	施行前
	施行後
	摘　要

	
	地積　㎡
	％
	筆数
	地積　㎡
	％
	

	公共用地
	国有地
	道路
	
	
	
	
	
	

	
	
	水路
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	計
	
	
	
	
	
	

	
	地方公共団体所有地
	道路
	
	
	
	
	
	

	
	
	水路
	
	
	
	
	
	

	
	
	公園
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	計
	
	
	
	
	
	

	
	合　　計
	
	
	
	
	
	

	宅地
	民　　　有　　　地
	田
	
	
	
	
	
	

	
	
	畑
	
	
	
	
	
	

	
	
	宅地
	
	
	
	
	
	

	
	
	雑種地
	
	
	
	
	
	

	
	
	原野
	
	
	
	
	
	

	
	
	用悪水路
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	計
	
	
	
	
	
	

	
	公共団体所有地
	国有地
	
	
	
	
	
	

	
	
	市有地
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	計
	
	
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	
	
	

	保　　留　　地
	
	
	
	
	
	

	測　量　増　減
	
	
	
	
	
	

	総　　　　　計
	
	
	
	
	
	


ロ　減歩率計算表

	整理前宅地地積(台帳地積)

（Ａ）

㎡
	同更正地積（測量増減を加減したもの）

（Ｂ）

㎡
	整理後宅地地積
	差引減歩地積
	減歩率

	
	
	保留地を含めた宅地地積

（Ｃ）

㎡
	保留地を除いた宅地地積

（Ｄ）

㎡
	公共減歩地積

(Ｂ－Ｃ)

㎡
	公共保留地を合算した減歩地積

(Ｂ－Ｄ)

㎡
	公共

減歩率

(Ｂ－Ｃ)
Ｂ

％
	公共保留地合算減歩率

(Ｂ－Ｄ)

Ｂ

％

	
	
	
	
	
	
	
	


(5)
保留地の予定地積

	整理前宅地価格総額（予想）

千円
	整理後宅地価格総額（予想）

千円
	宅地価格総額の増加額

千円
	整理後１平方メートル当たり予定価格

円／㎡
	保留地として取り得る最大限地積

㎡
	保留地の予定地積

㎡
	割合

％
	摘　　要

	
	
	
	
	
	
	
	増進率

整理前平均単価

円／㎡


(6)
公共施設整備改善の方針

公共施設整備改善の方針を、用途地域、都市計画道路、防災地域等の都市計画並びに都市計画以外の主要公共施設（道路、河川、運河等）、鉄道、軌道、港湾等の新設及び改良計画との関連において公共施設別に説明すること。

〔例〕（イ）都市計画との関係

	事　　項
	都市計画決定

年 　月 　日
	備　考

	地域地区
	用途地域
	第一種住居地域

第二種住居地域


	○年○月○日

○年○月○日


	

	都市施設
	道　　路
	○○○線
	○年○月○日
	

	
	
	○○○線
	○年○月○日
	

	
	
	○○○線
	○年○月○日
	

	 eq \o\ad(市街地,　　　　)
開発事業
	○○都市計画事業

○○土地区画整理事業
	○年○月○日
	


（ロ）都市計画以外の公共施設

（区画道路）

地区内道路は、土地利用及び街区構成等を考慮して幅員○ｍ及び６ｍの区画道路を整備する。また、道路には排水施設として街渠、Ｕ型側溝、排水管渠を設置するとともに、地区内幹線区画道路（幅員○ｍ）については、歩道を設置し、植樹桝を設けた整備とする。

特殊道路については、街区構成及び道路勾配等を配慮し、歩行者専用の幅員４ｍの道路を整備する。

（公園、緑地）

街区公園は○ヵ所（○○○○㎡）配置し、整地、フェンス、排水、植樹等簡易な修景施設を整備する。また、緑地○ヵ所（○○○○㎡）についても、植樹等の緑化を図る整備とする。

（用排水路）

用水は、既設の幹線用排水路の一部ルート変更にともない整備する。雨水排水については、道路街渠及び管渠により調整池を経て既設の幹線用排水路に放流する整備とし、汚水は道路に汚水管を埋設し、地区外の公共下水○○幹線に接続する整備とする。

(7) 公共施設別調書

	区　分
	名　称
	道路
	形　状　寸　法
	整　備　計　画
	摘　要

	
	
	種別
	幅員ｍ
	延長ｍ
	面積㎡
	
	

	道　　　　　路
	都市計画道路
	0.0.0

一般国道○○号線
	
	
	
	
	標準断面、平均切盛土、最高切盛、舗装種別、照明灯並びに側溝の種類及び規模等を記入
	

	
	
	0.0.0

○○○線
	◎
	
	
	
	
	

	
	
	0.0.0

○○○線
	○
	
	
	
	
	

	
	
	0.0.0

○○○線
	◇
	
	
	
	
	

	
	
	小　　計
	
	
	
	
	

	
	区画道路
	幅　員　　　10.0ｍ
	
	
	
	
	

	
	
	幅　員　　　 8.0ｍ
	
	
	
	
	

	
	
	幅　員　　　 6.0ｍ
	
	
	
	
	

	
	
	小　　計
	
	
	
	
	

	
	特殊道路
	歩行者専用道路

4.0ｍ
	
	
	
	
	

	
	
	小　　計
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	

	公園・緑地
	公　園
	 eq \o\ad(１号街区公園,　　　　　　　　　)
	
	
	
	平均切盛土、最高切盛土及び主要な公園施設等を記入
	

	
	
	 eq \o\ad(２号街区公園,　　　　　　　　　)
	
	
	
	
	

	
	
	 eq \o\ad(３号街区公園,　　　　　　　　　)
	
	
	
	
	

	
	
	小　　計
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	

	河川・水路
	水　路
	１　号　水　路
	
	
	
	標準断面及び構造等を記入
	

	
	
	２　号　水　路
	
	
	
	
	

	
	
	３　号　水　路
	
	
	
	
	

	
	
	小　　計
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	

	合　　計
	
	
	
	
	


都市計画道路については、元１級国道　  、元２級国道　　、主要地方道◎、一般地方道○、市町村道◇、の符号によりそれぞれの道路種別を表示する。

(8) 土地区画整理法第２条第２項に規定する事業の概要

各事業別にその事業の概要を説明する。


２．設計図

別添設計図のとおり

第４　事業施行期間

自　平成　○　年　○　月　○　日（設立認可公告日）

至　平成　○　年　○　月　○　日

第５　資金計画書

1． 収入

（単位：千円）

	区　分
	金　　額
	摘　　要

	通　常　費
	国庫補助金
	
	

	
	県　　　費
	
	

	
	 eq \o\ad(市分担金,　　　　　)
	
	

	道路整備費

緊急地方
	交　付　金
	
	

	
	県　　　費
	
	

	
	 eq \o\ad(市分担金,　　　　　)
	
	

	道路整備費

地方特定
	県　　　費
	
	

	
	 eq \o\ad(市分担金,　　　　　)
	
	

	 eq \o\ad(保留地処分金,　　　　　　　　)
	
	○○　　　㎡×　○○　　円／㎡

	 eq \o\ad(寄付金・その他,　　　　　　　　)
	
	

	 eq \o\ad(市　助　成　金,　　　　　　　　)
	
	

	公共施設管理者負担金
	
	国道○○号線工事

	合　　計
	
	


２．支出

事業費　単位：千円

	事項
	単位
	事業量
	事業費
	摘　　要

	公　共　施　設　整　備　費
	築　　　　造
	道　路
築造費
	幹線道路
	ｍ
	
	
	

	
	
	
	区画道路
	ｍ
	
	
	

	
	
	
	特殊道路
	ｍ
	
	
	

	
	
	河　川

水　路

築造費
	水　　路
	ｍ
	
	
	

	
	
	
	調 整 池
	㎡
	
	
	

	
	
	 eq \o\ad(公園・緑地施設費,　　　　　　　　　)
	㎡
	
	
	

	
	
	小　　　計
	
	
	
	

	
	移　転
	 eq \o\ad(建築物等移転費,　　　　　　　　　)
	戸
	
	
	

	
	
	 eq \o\ad(工作物移転費,　　　　　　　　　)
	件
	
	
	

	
	
	小　　　計
	
	
	
	

	
	移　設
	 eq \o\ad(電柱等移設費,　　　　　　　　　)
	本
	
	
	

	
	
	 eq \o\ad(上 水 道 移 設 費,　　　　　　　　　)
	ｍ
	
	
	

	
	
	小　　　計
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	

	法第２条第２項該当事業費
	上　水　道
	ｍ
	
	
	

	
	下　水　道
	ｍ
	
	
	

	
	ガ　　　ス
	ｍ
	
	
	

	
	計
	
	
	
	

	整　　　地　　　費
	式
	
	
	

	 eq \o\ad(工事雑費,　　　　　　　　　)
	式
	
	
	

	調　査　設　計　費
	式
	
	
	

	 eq \o\ad(工　事　費　計,　　　　　　　　　)
	
	
	
	

	損　失　補　償　費
	式
	
	
	

	計
	
	
	
	

	借　入　金　利　子
	式
	
	
	

	計
	
	
	
	

	事　　　務　　　費
	式
	
	
	

	合　　　計
	
	
	
	


　３．年度別歳入歳出資金計画書

単位：千円

	区　　　分
	○年度
	○年度
	○年度
	○年度
	○年度
	○年度
	○年度
	合計
	摘要

	歳出
	工事費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	損失補償費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	借入金利子
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	事務費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	歳入
	通常費
	国費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	県費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	市費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	緊急地方道路整備費
	国費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	県費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	市費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	地方特定道路整備費
	県費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	市費
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	市助成金
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	保留地処分金
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	その他
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	公共施設管理者負担金
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	計
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	 eq \o\ad(差引過不足金,　　　　　　　)
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	借入金
	
	
	
	
	
	
	
	
	


· は不足額

４．他事業施行分

	事業名称
	事業費
	摘要

	国道○○号線改良事業

○○市公共下水道事業
	千円
	事業主体・施行期間等


第６　参考図書

1． 現況図

イ）土地利用及び建物用途別現況

ロ）給排水、交通施設、交通量、地下埋設物、所有権現況

別添のとおり

2． 市街化予想図

別添のとおり

地区界が道路、河川等土地区画整理事業の施行によりその位置が変更しないものによって定めることができない場合は、当該地区界を定めた特別の事情（土地区画整理法施行規則第８条第１号）を区域図と同様の図面に記載して添付すること。
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